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やまえ
産業振興まつり

　

農
林
産
物
の
収
穫
を
祝
う

「
や
ま
え
産
業
振
興
ま
つ
り
」が

11
月
19
日（
日
）に
役
場
前
広
場

で
開
催
さ
れ
、ス
テ
ー
ジ
シ
ョ

ー
や
、各
種
団
体
が
出
店
す
る

〝
う
ま
か
も
ん
〞を
求
め
て
多
く

の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、16

（
木
）〜
17
日（
金
）に
は
、グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
、球
磨
拳
大
会
も
行

わ
れ
、18
日（
土
）に
は
初
の
同

時
開
催
と
な
っ
た
山
江
村
文
化

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

餅投げでステージも観客席も盛り上がります

第35回

出品物入賞者　※欄の数字は行政区

白菜
キャベツ
ネギ

ほうれん草
ブロッコリー
その他の葉菜

甘藷
生姜
里芋
山芋
ごぼう
大根

こんにゃく芋
その他の根菜

玄米
大豆
小豆
黒豆
かぼちゃ
その他の果菜

品　名 １等賞 ２等賞 ３等賞※ ※ ※
―
―

田口　アサ子
―
―
―

中村　龍喜
西　健治
加村　恒
―
―

蕨野　三千男
―
―
―
―
―
―

中村　弘美
中村　弘美

蕨野　三千男
蕨野　三千男

―
―
―

東　サワ子
―
―
―

加賀　梨桜
―

東　フジ子
豊永　千代子
東　フジ子
山下　清美
北野　ユリ子

―
福山　孝
谷口　正信

―

―
―

勝原　星四郎
西　民子
加賀　彩雅
―

谷川　正一郎
迫田　洋子
―
―
―

迫田　義行
―
―

東　勝昭
―

赤坂　美都子
別府　照見
中村　美和子
田山　豊喜
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11

葉
菜
類

雑
穀

果
菜
類

根
菜
類

栗
柿
ゆず

その他果実
干し椎茸
生椎茸

干したけのこ
干しぜんまい
味噌
漬物
味噌漬
粕漬

柚子こしょう
梅干

こんにゃく
果実酒
栗加工品
その他加工品
手芸品
工芸品
盆栽
蘭

品　名 １等賞 ２等賞 ３等賞※ ※ ※
堀　治光
田山　タミ子
吉田　フジ子
岩田　時夫
桐木　正男
久保田　タツ子
片岡　零子
橋本　キヌ子

―
中西　國子
豊永　和子
赤坂　美都子
川内　ミチヨ
迫田　洋子
平石　春子
尾方　洋子
赤坂　麻起子
合戦峰老人クラブ
勝本　フミカ
村本　吉行
大山　秀昭
丸山　昭太

平山　千代美
田上　セイ子
宮崎　美津子
中村　サクラ
橋本　安子
久保山　順子
入口　幸子
平川　清子
―

中川　シツ子
橋本　英美

手石方　ツユコ
―

西　ミツヨ
―

勝原　正美
―

村　かよこ
―
―
―

久保田　武久

豊永　高希
久保田　タツ子
久保山　ユリ
吉川　浩
―

大平　千鶴
―

片岡　文代
―
―
―

平川　清子
―

谷口　美和
―

尾方　恵美
―

合戦峰老人クラブ
山﨑　チズ子

―
―

穴見　和光
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2

14
12
4
4

11

7

10

14

7

1
3
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果　

実

わ
が
家
の
宝
物

そ
の
他

特
産
物
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当
日
は
、天
候
に
も
恵
ま

れ
、山
江
中
3
年
生
の
扇
踊
り

で
幕
を
開
き
、山
田
小
５
年
生

と
J
A
青
壮
年
部
が
作
っ

た
餅
で
餅
投
げ
を
行
い
、ス
テ

ー
ジ
前
を
大
勢
の
方
が
囲
み

会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。そ
の
後
、ス

テ
ー
ジ
で
は
山
江
中
1
年
生

が
山
江
村
の
よ
か
と
こ
を
発

表
し
、山
江
中
3
年
生
の
棒
踊

り
、東
浦
臼
太
鼓
踊
り
、ラ
テ

ン
ダ
ン
ス
、婦
人
会
に
よ
る
飲

酒
運
転
撲
滅
音
頭
、福
引
大
会

な
ど
が
催
さ
れ
、芸
能
シ
ョ
ー

で
は
、西
嶋
三
千
代
さ
ん
、み

ち
乃
く
兄
弟
、山
川
豊
さ
ん
が

登
場
し
、会
場
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、見
事
な
農

産
・
加
工
品
が
展
示
さ
れ
、お

昼
に
は
即
売
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。即
売
会
の
収
益
は
、山

江
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
さ
れ
ま
す
。

小学生との活動をJA青壮年部の
松本聖司さんが紹介

新調した着物を着て扇踊りを舞う山江中3年生

披露の場を重ねるごとに迫力が増す
東浦臼太鼓踊り

農産物展示品の即売会。いい品が安くで買える
ので、常連さんもいるほどです

やまえくり平も一緒にくす玉割り

農産物や手作り加工品を販売する
つつじ会メンバー

山江中2年生が各テントで
販売のお手伝い

肉用牛振興会によるモツ鍋作り
寒かったので大人気

山江村産の野菜が多く販売されました

威勢のいい掛け声と、真剣な眼差しで
棒踊りを披露する山江中3年生

表彰者　※表彰内容が複数あるものは、上から表彰順に記載しています

区長　山﨑　健
区長　川口　政光
区長　別府　教吉
区長　松本　幸大
区長　山口　信一
小山田老人クラブ
井出口老人クラブ
下城子老人クラブ
城内老人クラブ
堀　治光
第４区
第１１区
横山　守
石本　幸人
久保山　直巳
下城子チーム
小山田Ａチーム
別府チーム
岩田　ギン子
前田　ミチ子
橋本　ミヨ子
北斗七星

山田小５年パワフル軍団チーム
山田小５年米を守る坂本りょうまチーム

氏　名 行政区 表彰内容
３
2
7
13
11
8
3
4
13
14
4
11
15
11
4
4
8
9
1
8
7

その他
その他
その他

国民健康保険特定健康診断受診優良区
国民健康保険特定健康診断受診優良区
国民健康保険特定健康診断受診優良区
国民健康保険特定健康診断受診優良区
国民健康保険特定健康診断受診優良区

山江村老人クラブ連合会美しい村づくり花いっぱい運動表彰地区
山江村老人クラブ連合会美しい村づくり花いっぱい運動表彰地区
山江村老人クラブ連合会美しい村づくり花いっぱい運動表彰地区
山江村老人クラブ連合会美しい村づくり花いっぱい運動表彰地区

農林産物出品者（栗の部）
球磨拳（団体優勝）
球磨拳（団体２位）
球磨拳（個人優勝）
球磨拳（個人２位）
球磨拳（個人３位）
ゲートボール優勝
ゲートボール２位
ゲートボール３位
グラウンドゴルフ優勝
グラウンドゴルフ２位
グラウンドゴルフ３位
かかしコンテスト最優秀賞
かかしコンテスト優秀賞
かかしコンテスト優良賞
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Yamae Village Topics

2回目の開催
トキの朝市

　山江村未来塾100人委員会食の提供部会企画の
「トキの朝市」が10月29日（日）、時代の駅むらやくば
で開催されました。午前8～10時に行われたこのイ
ベントでは、村内外の生産者を含む11店舗が出店。
台風の名残で強風吹きすさぶなか、屋外では生産者
自らが果物や野菜、手芸品を販売し、大学芋やシチュ
ーなどの実演販売も行われました。屋内では、新鮮卵
を使った卵かけご飯とお味噌汁の朝食セットが用意
されていました。
　100人委員会の福祉部会も朝市に出店し、観光交
流部会が山江村観光ツアーを同時開催するなど、盛
りだくさんの内容となりました。

　公営住宅新築工事の起工式が 10 月 23 日（月）に
西川内地区の蕨野団地建築現場で行われ、内山村長
をはじめ、各施工業者の代表者、関係者ら約 20 人が
出席し、くわ入れなどの神事で建築工事の無事を祈
願しました。
　公営住宅整備は、少子高齢化対策として若い世代
の人口増加を目的に事業を進めています。現在、6
棟の工事に着手し、今年度中の完成を予定していま
す。なお 5棟は今年 6月に完成し、既に 5世帯が入
居されています。

全棟完成に向けて
公営住宅蕨野団地
新築工事の起工式

／1023

／1028

／1029

　やまええほんの森 秋まつりを10月28日（土）、山江
村歴史民俗資料館図書室で開催し、「日本の秋・世界
の秋、色んな秋見～つけた！」と題し2部構成で行いま
した。
　前半は山江村おはなしグループおひさまによる秋に
ちなんだ絵本の読み聞かせや手遊び。後半は、ハロウィ
ンパーティとしておばけのマスク作りやおばけ的当て
ゲーム、コスチュームでの写真撮影等を行いました。会
場はハロウィン一色に早変わりし、来場者と楽しいひ
と時を過ごしました。

日本の秋・世界の秋、色んな秋見～つけた！
やまええほんの森 秋まつり



広報やまえ　2017.12　No.3175

文化の祭典
第11回山江村文化祭

　山江村文化協会主催の第11回山江村文化祭が山江
村体育館で11月18日（土）に開催され、村文化協会会
員を中心としたステージ発表と展示が披露されまし
た。
　ステージでは、小芝居、絵本の読み聞かせ、バンド演
奏に三味線の発表と会員の日頃の練習の成果を出し
切り、村内保育園、小中学校の児童生徒によるダンス
や合唱が会場をさらに盛り上げました。
　今回は、産業振興まつりとの同時開催により、農産
物と芸術作品が同じ会場にならび、見ごたえのある展
示となりました。

　山江村未来塾 100 人委員会観光交流部会による
「山江村観光ツアー」が 10月 29 日（日）に開催され、
村内外から 9人が参加しました。
　当日はあいにくのお天気でしたが、予定通り決行
され、まずは同日開催されていたトキの朝市に参加。
参加者は、配付された 500 円の買物券を手に朝市を
楽しみ、その後、村内にある山田伝助関連の文化財を
4か所観光しました。中でも伝助の墓の 1つである
与内山聖地は、村民からも「初めて来た」「知らなか
った」という声が聞かれ、村のことを深く知ってもら
うツアーとなりました。

100人委員会観光部会企画
村内を巡る観光ツアー／1029

／111

／1118

話題のひろば

　村民が安心して暮らせる地域づくりのため、地域
の郵便局が業務を通じて見守り活動を行い、村内で
の異変を村へ情報提供する「地域における協力に関
する協定」を 11月 1日（水）、村と山江郵便局との間
で締結しました。
　情報提供をする具体的な事案は、①高齢者や障が
い者、子どもなど住民の異変に気付いたとき②道路
の異常を発見したとき③廃棄物（不法投棄）を発見し
たとき。
　締結式では、内山村長と山江郵便局の嶽本局長が
連携内容を確認し合い、協定書に調印しました。

村と山江郵便局とが連携
「地域における協力に
関する協定」締結



球磨郡市広報紙研究協議会合同特集

　この特集は、人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水上村・相良村・五木村・
山江村・球磨村・あさぎり町の広報担当者が協力して作りました。

　人口減少や都市部への人口流出が叫ばれる一方で、近年、田舎暮らしに魅力を感じて地方へ移住
を希望する人が増加。人吉球磨地域にも、この地に魅力を感じた人がたくさん移り住み始めています。
人吉球磨地域の魅力は何なのか？ 移住者を受け入れるために必要なことは何なのか？ 皆さん一緒に
考えてみませんか？
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日
本
で
は
現
在
、
地
方
の
人
口

流
出
や
過
疎
化
が
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。
都
市
部
に
は
仕
事
が
あ

ふ
れ
て
い
る
た
め
、
地
方
に
住
む

多
く
の
若
者
が
仕
事
を
求
め
て
移

り
住
み
、
人
口
の
流
出
が
さ
ら
に

加
速
。
人
吉
球
磨
10
市
町
村
の
合

計
人
口
は
２
０
１
０
年
時
点
で
約

９
万
５
千
人
で
す
が
、
30
年
間
で

約
２
万
人
が
減
少
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
人
口
が
集
中

す
る
都
市
部
で
は
、
待
機
児
童
問

題
や
育
児
休
業
後
の
復
職
な
ど
の

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
都
市
部
の
人
口
集
中
を

改
善
し
、
地
方
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

総
務
省
は
、
移
住
に
関
す
る
情

報
の
提
供
や
相
談
支
援
窓
口｢

移

住
・
交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
」
を
東

京
駅
近
く
に
開
設
。
ほ
か
に
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
全
国
の
仕
事
や

住
ま
い
な
ど
の
情
報
を
検
索
で
き

る
サ
イ
ト「
全
国
移
住
ナ
ビ
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
が
新
た
な
担
い
手
と
し
て

都
市
部
の
人
材
を
受
け
入
れ
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
も
定
着
。

全
国
で
約
５
千
人
の
隊
員
が
活
動

し
、
人
吉
球
磨
地
域
ほ
と
ん
ど
の

市
町
村
で
地
域
の
盛
り
上
げ
役
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出

と
は
逆
に
、
自
然
の
豊
か
さ
や
子

育
て
環
境
、
移
住
先
で
し
か
で
き

な
い
仕
事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
地
方
で
の
暮
ら
し
を
望
む
人

が
増
え
て
い
ま
す
。各
自
治
体
は
、

移
住
者
を
呼
び
込
も
う
と
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

移住相談員　池田 真
ま あ さ

麻さん
くまもと移住定住支援センター

▲

移
住
体
験
ツ
ア
ー
で
空
き
家
を

　

見
学
す
る
参
加
者
（
球
磨
村
）

地方で進む少子高齢化。自治体は人口減少を食い止めるために、
増えてきた働く世代の移住希望者を呼び込もうとしています。

　

人
吉
球
磨
地
域
の
各
市
町
村
で

は
、
子
ど
も
の
医
療
費
や
学
校
給

食
費
の
助
成
、
出
生
祝
い
金
な

ど
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
補
助
や
農

林
・
商
工
業
の
担
い
手
へ
の
補
助

な
ど
、
住
ま
い
や
仕
事
へ
の
支
援

も
実
施
し
て
い
ま
す
。
移
住
定
住

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
こ

数
年
で
は
、
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
移
住
定
住
情
報
の
発
信

や
移
住
専
用
サ
イ
ト
の
開
設
、
空

家
バ
ン
ク
制
度
な
ど
を
整
備
。
移

住
体
験
ツ
ア
ー
や
、
都
市
部
の
人

を
対
象
と
し
た
移
住
相
談
会
を
東

京
・
大
阪
・
福
岡
な
ど
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

東
京
都
に
あ
る
全
国
の
移
住

定
住
情
報
が
集
ま
る「
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
熊

本
県
の
移
住
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
以
前
は
退
職
し

た
団
塊
世
代
の
利
用
者
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
働
き

盛
り
の
30
〜
40
代
の
人
が
増

え
、
40
代
以
下
の
人
が
利
用
者

の
約
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
月
約
40
件
。
移
住
希

望
者
は
、
住
ま
い
と
同
時
に
仕

事
の
事
も
相
談
さ
れ
ま
す
。
職

は
重
要
で
、
そ
の
地
の
特
色
あ

る
仕
事
や
、
や
り
が
い
を
感
じ

る
仕
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

人
生
の
転
換
期
に
な
る
移
住

相
談
は
人
生
相
談
と
同
じ
。
私

も
熊
本
県
出
身
と
し
て
地
元
の

良
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

伝
え
、
移
住
し
て
も
ら
え
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

東京都内で移住希望者を支援する池田相談員に熊本の移住定住の現状を聞きました。
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84,824
81,314

78,058
74,976
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国立社会保障・人口問題研究所  平成 25年 3月推計
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「
移
住
を
す
る
な
ら
こ
の
地
で

し
か
で
き
な
い
仕
事
を
し
た
い
」

と
、
人
吉
球
磨
地
域
の
伝
統
産
業

で
あ
る
球
磨
焼
酎
の
杜と

う
じ氏
と
な
っ

た
油
井
さ
ん
。
以
前
勤
め
て
い
た

服
飾
関
係
の
仕
事
で
人
吉
市
に
転

勤
。
そ
の
時
に
趣
味
の
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
釣
り
を
覚

え
た
こ
と
が
移
住
の
転
機
で
す
。

「
仕
事
の
前
後
に
川
を
眺
め
に
行

く
ほ
ど
川
が
好
き
。
地
元
の
人
か

ら
ヤ
マ
メ
が
釣
れ
る
と
聞
き
、
実

際
に
釣
っ
て
一
気
に
の
め
り
込

み
、
こ
の
地
に
移
住
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。

　

移
住
し
た
自
身
の
体
験
談
を
伺

う
と「
会
社
や
地
域
に
温
か
く
迎

え
て
も
ら
い
、
自
然
と
溶
け
込
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
。

今
で
は
、
子
ど
も
会
な
ど
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
球
磨
焼
酎
は
長
い
歴
史
が
あ

り
、
同
一
地
域
に
集
約
さ
れ
て
い

る
と
い
う
の
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
で
す
」
と
油
井
さ
ん
。
杜
氏
の

仕
事
は
、
毎
回
仕
込
み
が
始
ま
る

と
緊
張
し
、
焼
酎
が
出
来
上
が
る

た
び
に
感
動
す
る
そ
う
で
す
。

　
「
自
分
の
よ
う
な
よ
そ
者
を
受

け
入
れ
て
、
杜
氏
と
い
う
大
事
な

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
よ
そ
か
ら
来

た
人
間
だ
か
ら
分
か
る
球
磨
焼
酎

の
魅
力
を
ど
う
伝
え
て
い
く
か
。

そ
れ
が
自
分
の
使
命
な
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
」

昭和49年生まれ。静
岡県浜松市出身。平
成10年に移住。現在、
球磨焼酎の蔵元・深野
酒造株式会社で杜氏と
して球磨焼酎の製造に
携わっている。妻と小
学６年生の息子と３人
暮らし。

▲米を蒸して球磨焼酎の仕込みを行う油井さん

profi le
油
ゆ い

井 聡
さとし

さん(人吉市）

毎
まいとこ

床 智
ともかず

和さん家族
　　 （球磨村）

各方面で活躍する移住者の皆さん。なぜ人吉球磨を選んだのか？
彼らだからこそ知る地域の魅力がありました。

　

１
０
０
年
以
上
続
く
梨
農
家
の

毎
床
家
。
長
年
梨
園
を
経
営
し
て

い
た
祖
父
が
高
齢
の
た
め
作
業
が

困
難
に
な
っ
た
こ
と
や
、
近
所
の

同
級
生
が
亡
く
な
っ
た
父
の
跡
を

継
い
で
就
農
し
た
こ
と
も
あ
り
、

28
歳
で
家
族
と
一
緒
に
Ｕ
タ
ー

ン
。毎
床
さ
ん
は
梨
農
家
を
継
ぎ
、

現
在
、
父
母
と
３
人
で
４
代
目
と

し
て
梨
園
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

球
磨
村
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
と
き

地
域
の
人
た
ち
は
大
歓
迎
。
益
城

町
出
身
の
妻
・
由ゆ

き希
さ
ん
は「
お

店
や
病
院
ま
で
は
家
か
ら
少
し
遠

い
で
す
が
、
自
然
が
豊
か
で
、
ご

近
所
さ
ん
も
良
い
人
た
ち
ば
か

り
。
子
育
て
環
境
も
す
ば
ら
し
い

で
す
」
と
話
し
ま
す
。「
祖
父
か

ら
、
梨
は
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に

大
切
に
育
て
な
い
と
だ
め
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
実
際
、
子
ど
も
よ
り

梨
の
木
と
接
す
る
ほ
う
が
長
い
ん

で
す
」と
笑
顔
で
話
す
毎
床
さ
ん
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

梨
園
は
絶
好
の
遊
び
場
。
自
然
の

公
園
で
あ
る
梨
園
を
元
気
に
駆
け

巡
っ
て
い
ま
す
。

　
「
先
代
が
１
０
０
年
以
上
育
て

た
木
を
手
入
れ
で
き
る
こ
と
が
う

れ
し
い
。
今
あ
る
木
と
自
分
が
植

え
た
木
が
１
０
０
年
以
上
育
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と

力
強
く
話
し
ま
す
。今
後
の
夢
は
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
一
勝
地
梨
を
世
界
に
広
め
る

こ
と
。
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
大
き
な
夢
に

向
か
っ
て
歩
き
続
け
ま
す
。

昭和59年生まれ。地
元と熊本市内で９年間
仕事をした後、家業の
梨園を継ぐ決意をし球
磨村にUターン。妻と
３人の娘、両親、祖母
の４世代で暮らし梨園
を経営している。

▲共同作業で梨の箱詰めをする毎床さん夫婦

profi le

１
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故
郷
で
農
業
を
し
な
が
ら

「F

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

arm
er's C

カ
フ
ェ

afé S

サ

ク

リ

A
K
U
R
I

」

を
経
営
す
る
桒
原
さ
ん
と
妻
の
美

穂
子
さ
ん
。
店
の
自
慢
は
、
新
鮮

な
ト
マ
ト
や
バ
ジ
ル
な
ど
自
家
製

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
本
格
的

な
窯
焼
き
ピ
ザ
や
パ
ス
タ
。
そ
の

味
を
求
め
て
郡
市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
内
で
バ
ー
を
経
営
し
て

い
た
桒
原
さ
ん
。
７
年
前
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
の
を
機
に
、
青
森

県
出
身
の
美
穂
子
さ
ん
と
子
ど
も

の
３
人
で
帰
郷
。
３
年
前
に
念
願

の
店
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

美
穂
子
さ
ん
は「
水
が
良
い
の

で
食
べ
物
が
お
い
し
い
。
お
米
も

お
い
し
く
炊
け
ま
す
」
と
地
域
の

印
象
を
語
り
ま
す
。「
最
初
は
、『
何

か
変
わ
っ
た
こ
と
を
し
始
め
た
』

と
言
わ
れ
て
悲
し
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
が
豊
か
な

自
然
で
伸
び
伸
び
育
ち
、
都
会
で

は
で
き
な
い
体
験
が
で
き
て
い
ま

す
。
生
活
は
車
が
な
い
と
不
便
で

す
が
、
幸
せ
で
す
よ
」
と
２
人
は

話
し
ま
す
。

　

２
人
の
目
標
は
自
家
製
野
菜
の

で
き
た
て
ピ
ザ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
販
売
す
る
こ
と
。
桒
原
さ

ん
は「
で
き
た
て
の
ピ
ザ
を
真
空

パ
ッ
ク
で
冷
凍
す
る
こ
と
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
元
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
店
に
食
べ
に
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
に
も
お
い
し
い
食

材
を
広
め
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。昭和50年生まれ。球

磨郡錦町出身。東京都
内でバー経営などの経
験を経て家族でUター
ン。現在、錦町で妻の
美穂子さんとカフェを
経営。娘３人と両親の
７人家族。

１_焼酎蔵と油井さん
２_梨の木の生育状況を
　 説明する毎床さん　
３_桒原さんが経営する
　  カフェのピザ
４_青々とした葉にピン    
　  クの花が咲く瓦川さ 
　  ん夫婦が育てた藍

▲桒原さんが店の窯で本格的なピザを焼く

profi le

桒
くわはら

原 県
けんいち

一さん夫婦
　　　（錦町）

瓦
かわらがわ

川 陽
あきひろ

大さん家族
　　 （水上村）

球磨郡市広報紙研究協議会合同特集

　
「
水
が
き
れ
い
」
と
い
う
印
象

の
九
州
で
移
住
先
を
探
し
て
い
た

瓦
川
さ
ん
家
族
。
子
育
て
に
良
い

環
境
や
農
業
を
す
る
畑
が
あ
る
こ

と
な
ど
の
理
想
を
求
め
て
、
旅
を

し
な
が
ら
住
む
と
こ
ろ
を
探
し
て

い
ま
し
た
。「
知
り
合
い
に
水
上

村
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
現
地
へ

足
を
運
ん
で
す
ぐ
ほ
れ
込
み
ま
し

た
。
移
住
し
て
３
年
目
で
す
が
、

地
域
の
人
も
優
し
く
て
何
よ
り
水

が
お
い
し
い
で
す
」
と
移
住
し
た

き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

　

瓦
川
さ
ん
は
、
祖
母
が
住
む
徳

島
県
で「
阿あ

わ
あ
い

波
藍
」
な
ど
ブ
ラ
ン

ド
化
さ
れ
た
藍
染
め
文
化
に
触

れ
、
そ
の
後
、
旅
先
の
タ
イ
で
染

め
を
し
て
い
た
妻
の
佳
奈
さ
ん

に
出
会
い
ま
す
。
移
住
後
、
夫

婦
で
本
藍
染
め
を
本
格
的
に
開

始
。
現
在
、
藍あ

い
さ
く作
を
主
に
農
業
を

し
、
村
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
は
草

木
染
め
の
講
師
と
し
て
活
躍
中
。

「o

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

rganic 

藍 f

フ
ァ
ー
ム

arm
 

和な
ご
み
や

水
家
」
と

し
て
村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出

店
し
て
い
ま
す
。「
今
の
家
を
工

房
化
し
て
、
地
元
の
人
た
ち
に
藍

の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
地
方

ブ
ラ
ン
ド
化
も
目
指
し
ま
す
」
と

目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

き
れ
い
な
水
や
自
然
の
豊
か
さ

が
人
吉
球
磨
の
魅
力
だ
そ
う
。「
田

舎
暮
ら
し
は
不
便
さ
も
あ
る
け

ど
、な
ぜ
か
心
は
満
た
さ
れ
ま
す
。

こ
の
地
に
は
も
っ
と
人
を
呼
び
込

め
る
は
ず
。
藍
で
人
吉
球
磨
の
活

性
化
に
貢
献
し
た
い
で
す
」

昭和56年生まれ。神
奈川県出身。山形県出
身の妻の佳奈さんと子
ども２人の４人家族。
平成27年に水上村に
家族で移住。主に藍農
家として藍染めに力を
入れている。

▲藍のたたき・生葉染めを体験した皆さんと

profi le

２

３
４
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山
江
村
で
暮
ら
す
田
村
四し
ろ
う郎
さ

ん（
81)

は
、
移
住
し
て
き
た
人

に
地
域
の
決
ま
り
ご
と
な
ど
を
教

え
、
地
域
に
早
く
な
じ
め
る
よ
う

に
、
自
宅
周
辺
の
約
20
世
帯
の
世

話
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。
世
話
役

を
始
め
た
の
は
、
田
村
さ
ん
が
40

年
ほ
ど
前
に
、
別
の
地
区
か
ら
今

の
場
所
に
引
っ
越
し
て
き
た
と

き
、
地
域
の
こ
と
が
分
か
ら
ず
苦

労
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

　

こ
う
し
た
自
身
の
経
験
か
ら
、

移
住
者
が
引
っ
越
し
て
く
る
と
、

田
村
さ
ん
は
す
ぐ
さ
ま
移
住
者
宅

を
訪
問
し
ま
す
。
区
長
を
は
じ
め

地
区
内
一
軒
一
軒
へ
の
あ
い
さ
つ

ま
わ
り
や
行
事
の
紹
介
、
ご
み
出

し
の
ル
ー
ル
な
ど
を
教
え
、
集
ま

り
を
設
け
て
地
元
住
民
に
新
し
い

仲
間
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
移

住
し
て
く
る
人
は
地
域
に
な
じ
め

る
か
、
地
元
の
人
も
ど
ん
な
人
が

来
る
の
か
不
安
を
抱
え
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
に
も
安
心
し
て
も
ら

い
た
い
ん
で
す
」
と
活
動
の
背
景

を
話
し
ま
す
。

　

田
村
さ
ん
の
活
動
を
耳
に
し
、

移
住
者
か
ら
相
談
に
来
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
県
か
ら
引
っ

越
し
て
き
た
宮
原
亜あ

き

こ
紀
子
さ
ん

(

39)

も
そ
の
一
人
で
す
。「
春
・

秋
の
観
音
開
帳
時
の
接
待
の
や
り

方
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
、
そ
の
た
び
に
相
談
に
乗
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
田
村
さ
ん
を
通

じ
て
地
域
に
な
じ
め
た
と
思
い
ま

す
」
と
感
謝
と
信
頼
を
寄
せ
て
い

ま
す
。

　
「
地
元
の
人
か
ら
、
移
住
者
に

『
ど
う
し
ま
し
た
か
？
』
と
一
声

掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
み
ん

な
で
地
域
文
化
を
守
り
、
子
ど
も

を
見
守
る
地
域
に
し
た
い
。
移
住

者
は
、
地
域
の
人
と
積
極
的
に
顔

を
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。
そ
の
機
会

を
設
け
て
、
無
理
せ
ず
出
て
き
て

も
ら
う
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け

て
い
ま
す
」
と
、
田
村
さ
ん
は
地

域
づ
く
り
成
功
の
秘
訣
を
話
し
ま

す
。

　

こ
の
心
掛
け
が
住
民
の
意
識
に

変
化
を
も
た
ら
し
、
月
に
一
度
の

美
化
活
動
に
は
、
呼
び
掛
け
を
し

な
く
て
も
自
然
と
人
が
集
ま
り
ま

す
。「
こ
の
地
域
づ
く
り
の
雰
囲

気
を
村
全
体
に
広
め
た
い
で
す
」。

田
村
さ
ん
は
今
後
も
地
域
と
移
住

者
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
積
極
的
に

活
動
し
て
い
こ
う
と
、
こ
れ
か
ら

の
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

移り住んできた人たちが長くこの地域で暮らすためには、何が
必要なのでしょうか？　移住者と地域の人に話を聞きました。

１＿移住者の気持ちを知り、世話役を務める田村さん　２＿持ち寄った料理を
囲んで地域行事の打ち合わせも和やかに　３＿積極的に地域に入ることの大切
さを語る宮原さん　４＿相良三十三観音めぐりの参拝者を笑顔でおもてなし

住民

１

２

４

３

移住者
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ど
こ
の
地
方
で
も
年
々
人
口
減
少

し
て
い
る
中
、
地
域
を
ど
う
維
持
し

て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
一
番
必
要
な
の
は
、「
人
」
で
す
。

人
が
い
れ
ば
そ
の
地
に
仕
事
や
生
活

が
生
ま
れ
、
地
域
の
魅
力
を
受
け
継

い
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

田
舎
暮
ら
し
は
都
会
に
比
べ
て
不

便
さ
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
し
か

し
、
豊
か
な
自
然
が
織
り
な
す
お
い

し
い
水
や
食
べ
物
、
伸
び
伸
び
と
し

た
子
育
て
環
境
、
心
の
ゆ
と
り
は
田

舎
で
し
か
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
魅
了
さ
れ
、
人
吉
球
磨

地
域
に
も
こ
こ
数
年
で
移
住
者
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
家
業

を
継
ぐ
た
め
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人
、
伝

統
や
環
境
を
生
か
し
た
仕
事
を
す
る

た
め
に
移
住
し
た
人
な
ど
、
こ
こ
に

し
か
な
い
も
の
、
こ
こ
で
し
か
で
き

な
い
も
の
が
人
吉
球
磨
地
域
に
は
あ

り
ま
す
。

　

移
住
後
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
に
溶
け

込
め
る
の
は
ま
れ
で
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
地
域
の
習
慣
に
慣
れ
る
ま
で
苦

労
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
の

人
た
ち
も
移
住
者
と
ど
う
接
し
た
ら

い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
も
ど
か
し
い

気
持
ち
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
が
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
は
移
住
者
を
受

け
入
れ
、
同
じ
場
所
に
住
む
仲
間
と

し
て
接
す
る
こ
と
。
移
住
者
は
、
地

域
の
集
ま
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
。
そ
の
中
で
、
声

を
掛
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ

い
さ
つ
や
何
気
な
い
会
話
で
人
を
知

り
、
地
域
を
知
る
こ
と
で
、
そ
こ
が

住
み
よ
い
場
所
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

　

人
吉
球
磨
地
域
の
魅
力
を
分
か
っ

て
く
れ
る
人
た
ち
と
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
で
、
私
た
ち
の
大
切
な

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
築
い
て
い
け
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

湯前町の地域おこし協力隊として活動しながら、湯前少年柔道クラブで指導している兵庫県出身の安
やす い

井佳
か な

奈さん（前列中央）。
地元住民に囲まれ笑顔を見せる安井さんは、持ち前の礼儀正しさと笑顔で住民からの信頼が厚い

球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
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今回むし歯があったお子様は早めに治療をしましょう。

　幼児歯科検診の結果、むし歯がなかった（要観察歯があったお子様・治療中・治療済み
を除く）お子様です。歯みがき、仕上げ磨き、おやつの工夫など親子で頑張りました。

むし歯のなかったお友達Hea
lth teeth

村坂　勇芽（佳大） 第 ９ 区
宮坂　百々香（勇文） 第 ６ 区
松本　心陽（聖司） 第 13区

山村　莉乃（祐貴） 第 ３ 区
中竹　真那斗（浩之） 第 ７ 区

●１歳 6か月児健診（H29.10.5）

ノロウイルス(感染性胃腸炎・食中毒)対策
－ 冬は特にご注意を －

　ノロウイルスは冬季に流行する感染性胃腸炎の原因となるウイルスです。
　感染力が非常に強く、主にヒトの手指や食品などを介して感染し、おう吐、下痢、腹痛などの症状
を引き起こします。子どもや高齢者は重篤化することがありますので特にご注意ください。

こんにちは
保健師です!

・加熱して食べる食材は中心部までしっかりと火を通しましょう
　中心温度 85～ 90℃で 90秒間以上の加熱をしましょう
・調理器具や調理台は「消毒」しましょう。熱湯（85℃以上）消毒が有効です。
　まな板、包丁、食器、ふきんなどは使用後すぐに洗いましょう。

　特に食事前、トイレの後、調理前後は石けんでよく洗い、流水で流しましょう。

詳しくは、 で検索してください。

①「手洗い」をしっかりとする

②「食品からの感染」を防ぐ

家庭でできる予防対策

　感染した人の便やおう吐物には大量のノロウイルスが含まれています。処理をする際は、使い捨て
手袋やマスク等を着用し、汚染箇所は次亜塩素酸ナトリウムを含む塩素系漂白剤で十分に消毒を実
施しましょう。冬季の乳幼児や高齢者の下痢便やおう吐物にはノロウイルスが含まれていることが
ありますので、感染を防ぐ対応を心がけましょう。

③「人からの感染」を防ぐ

厚生労働省　ノロウイルス
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地域包括
支援センターだより

　後期高齢者医療保険における１人当たりの医療費をお知
らせします。後期高齢者医療制度では、医療費総額（窓口
負担額を除く）の１割相当を保険料からまかなうため、医
療費が増えると、後期高齢者医療保険料も高くなってしま
います。健康に配慮した生活を心がけるとともに、年に１
回は健診の受診をお願いします。
■一人当たり医療費　90,967 円
前年同月の 1.35 倍（前年同月の平均 67,187 円）

国民健康保険医療費

後期高齢者医療保険医療費

介護保険費用額

60,000  

80,000  

120,000  

100,000  

最近の医療費動向（一人当たり医療費）

 

H28年度  

4月

（円）

5月 6月

山江村

山江村

H29年度

29年
6月

29年
6月

29年
6月

　介護保険費用額の県内順位と１人当たりの費用をお知ら
せします。介護保険サービスにかかる費用額の２２％は第
１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料でまかない
ます。１日でも長く、自宅で自立した日常生活が営めるよ
う予防することが大切です。
■県内順位　4位/45市町村中（上位になるほど費用額が高い）
■一人当たり費用額　192,449 円
県平均の 1.22 倍（県の平均 157,132 円）

124,000

224,000
204,000
184,000
164,000
144,000

最近の費用額動向（一人当たり費用額）

山江村

県平均

4月

（円）

5月 6月

　医療費は、国保税から支払われています。医療費が高く
なるほど、国保税も高くなります。病気の早期発見、早期
治療により医療費は抑えることができます。健康に配慮し
た生活をこころがけましょう。
※数値は一般被保険者のみの医療費から算出されたものです。
■県内順位　13位/45市町村中（上位になるほど医療費が高い）
■一人当たり医療費　36,268 円
県平均の 1.05 倍（県の平均 34,494 円）

25,000  

30,000  

35,000  

40,000  

45,000  

最近の医療費動向（一人当たり医療費）

山江村

 県平均
 

4月

（円）

5月 6月

皆さんの生活を支える相談窓口
地域包括支援センターを

利用しましょう

高齢者のことは地域包括支援センター
（役場健康福祉課内）にご相談ください

＜健康福祉課・地域包括支援センター＞
　☎（23）2232
＜夜間及び休日＞　☎（24）9800
（夜間及び休日は山江老人保健施設に委託しています。「地域包括
支援センターへの電話です」と伝えてご相談ください。）

　地域包括支援センターは、地域の高齢者の方々
が、安心して生活をしていただくための総合的な
相談・支援を行う機関です。
　保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員等が
中心となって、皆さんからのさまざまな相談や悩
みを聞いたり、介護予防や健康づくりを支援しな
がら、安心できる地域、暮らしやすい地域をつく
ります。まずは、お気軽にご相談ください。

　いろいろな相談ごとを受け付けています。例えば、「介
護保険サービスを利用したい」「物忘れがひどくなった」
「近所の一人暮らしの高齢者が認知症のようで心配」「高
齢者が虐待を受けているかも」「地域の高齢者の集まり
をしたい」等、高齢者や家族、近所の皆さんからの介
護に関する悩みや問題などに対応します。

●総合相談業務

　介護予防や健康づくりを支援します。介護保険の要
介護（要支援）認定を受けていなくても、一人ひとりの
生活に合わせた柔軟な介護予防サービスを利用するこ
とができます。「元気が出る学校」や「たっしゃかクラブ」
「湯ったり入浴サービス」「軽度生活支援サービス」な
どがあります。

●介護予防・日常生活支援総合事業

　皆さんが安心して暮らせるように、さまざまな権利を
守るお手伝いをします。お金の管理や契約に関する不
安のある人へ成年後見制度の紹介や、虐待の早期発見、
消費者被害などに対応します。

●権利擁護

～ ～

地域包括支援センターでは、
こんな仕事をしています
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InformationInformation

磨
公
共
職
業
安
定
所
）

☎（
２
４
）８
６
０
９

　

給
料
、報
酬
、不
動
産
の
使
用
料
等

を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、源
泉
徴
収

票
や
支
払
調
書
な
ど
の
法
定
調
書

（
一
部
を
除
く
。）を
一
年
間
分
取
り

ま
と
め
て
税
務
署
に
期
限
ま
で
に
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
中
の
支
払
に
係
る
法
定

調
書
の
提
出
期
限
は
、平
成
30
年
１

月
31
日（
水
）で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ

り
、法
定
調
書
の
提
出
義
務
者（
支
払

者
）は
、原
則
と
し
て
金
銭
等
の
支
払

を
受
け
る
方
及
び
支
払
者
等
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
又
は
法
人
番
号
を
記
載
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、法
定
調
書
の
種
類
ご
と
に
、

前
々
年
に
提
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
当

該
法
定
調
書
の
枚
数
が
千
枚
以
上
で

あ
る
法
定
調
書
に
つ
い
て
は
、ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
又
は
光
デ
ィ
ス
ク
等
に
よ
る

提
出
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

w
w
w
.nta.go.jp

問
合
せ　

人
吉
税
務
署

 

☎（
２
３
）２
３
１
１

 

※
自
動
音
声
案
内

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
で
は
、児
童

扶
養
手
当
受
給
中（
申
請
・
相
談
中

の
方
も
含
む
）の
お
母
さ
ん
、お
父
さ

ん
の
お
仕
事
探
し
を
専
門
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
例

・
就
職
、転
職
し
た
い
け
ど
、ど
ん
な

　

活
動
を
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

・
パ
ソ
コ
ン
や
介
護
の
資
格
を
取
っ

　

て
再
就
職
し
た
い

・
履
歴
書
の
書
き
方
が
分
か
ら
な
い

■
支
援
内
容

・
担
当
者
制
・
予
約
制
に
よ
り
、ゆ

　

っ
く
り
相
談
で
き
ま
す

・
再
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
や
介

　

護
の
職
業
訓
練
の
あ
っ
せ
ん

・
履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
の
書
き
方

　

を
サ
ポ
ー
ト

・
適
正
検
査
や
興
味
検
査
な
ど
に
よ

　

り
適
職
を
理
解
す
る
こ
と
も
可
能

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨（
球

児
童
扶
養
手
当
受
給
中
の
方
を

対
象
と
し
た
就
職
支
援

法
定
調
書
の
提
出
は

１
月
31
日
ま
で
で
す

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※4月は開催されません

消費者生活なんでも相談会消費者生活なんでも相談会
　この相談会は、消費生活相談員が相談をお
伺いし、必要に応じて弁護士等のアドバイス
を受けられます。また、臨床心理士による「こ
ころの健康相談」もあります。（相談の際は、
関係書類をご持参ください。）
　人吉球磨地域にお住まいの方はどなたでも
参加できます。お気軽にご相談ください。
　ご相談をされる際は、下記の問い合わせ先
にご予約をお願いします。予約をしていなく
ても相談はできますが、予約をされた方が優
先されます。
日　　時　　12 月 19日（火）
  午前10時～午後3時
場　　所　　人吉市消費生活センター
相談内容　　借金や相続、土地家屋問題などの
 日常生活に関わる心配ごと

相 談 料　　無料
問 合 せ 人吉市消費生活センター
  ☎(22)2111

早いもので今年も残すところ１か月となりました。
皆さんで楽しく過ごせるよう下記のように計画し
ました。沢山の方の参加をお待ちしています。

対　象　０歳～就学前までのお子様と
 保護者及び妊産婦の方
場　所　山江村福祉保健センター「健康の駅」
時　間　午前10時～11時30分（終了予定）
参加費　村内（無料）村外（１戸 100円）
※申し込みは必要ありません。
　また内容は変更になる場合があります。

問合せ　健康福祉課保健衛生係　☎（24）1700

子育てサロン子育てサロン

6 日（水）　アロマ教室
13日（水）　サンタ手型作り
20日（水）　クリスマス会
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InformationInformation
　

給
与
な
ど
の
支
払
の
際
に
徴
収
し

た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

（
以
下「
源
泉
所
得
税
等
」）は
、給
与

な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月
10
日
ま

で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、納
付
す
べ
き
税
額
が
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、翌
月
10
日
ま
で
に
納

付
書（
給
与
所
得
・
退
職
所
得
の
所

得
税
徴
収
高
計
算
書
）を
税
務
署
へ

提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
又
は
郵
送

で
も
提
出
で
き
ま
す
）

　

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人
未

満
の
事
業
所
で
は
、一
定
の
手
続
き

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、源
泉
所
得
税

等
の
納
付
を
年
２
回
で
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
源
泉
所
得
税
等
の「
納

期
の
特
例
」制
度
が
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

w
w
w
.nta.go.jp

問
合
せ　

人
吉
税
務
署

 

☎（
２
３
）２
３
１
１

 

※
自
動
音
声
案
内

　

12
月
1
日
の「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

前
後
に
H
I
V
検
査
を
拡
充
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
H
I
V
と
い
う
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
病
気

で
す
。感
染
か
ら
発
病
ま
で
、数
年
の

潜
伏
期
が
あ
り
、感
染
し
て
い
て
も

早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と

で
、発
病
を
予
防
で
き
ま
す
。

　

検
査
は
、採
血
だ
け
で
す
の
で
、短

時
間
で
終
了
し
ま
す
。

検
査
日
時

■
拡
充
検
査
日　

11
月
29
日（
水
）
〜
12
月
５
日（
火
）

午
後
5
時
〜
午
後
7
時
※
平
日
に

限
る

■
通
常
検
査
日

毎
週
火
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
前

11
時
、毎
月
第
３
火
曜
日　

午
後
5

時
〜
午
後
7
時

※
検
査
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

※
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
Ｂ
型
肝
炎
・

Ｃ
型
肝
炎
も
同
時
検
査
で
き
ま
す
。

予
約
申
込
・
問
合
せ　

人
吉
保
健
所

 

☎（
２
２
）３
１
０
７

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、高
校
や
大

学
な
ど
へ
の
入
学
や
在
学
中
に
必

要
な
資
金
を
支
援
す
る
公
的
融
資

制
度
で
す
。

融
資
限
度
額　

学
生
・
生
徒
に
一

人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

返
済
期
間　

15
年
以
内

金
利　

年
１
．７
６
％
（
固
定
金
利
）

使
い
道　

学
校
納
付
金
、受
験
に
か

か
っ
た
費
用
、居
住
費
用

問
合
せ　

●
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー

 

☎
０
５
７
０（
０
０
８
）６
５
６

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
八
代
支
店

 

☎
０
９
６
５（
３
２
）５
１
９
５

　

気
分
が
落
ち
込
む
、意
欲
が
わ
か

な
い
、イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
、眠
れ
な
い
、人
と
会
う
の

が
お
っ
く
う
」な
ど
、心
の
不
調
で

お
困
り
の
方
や
家
族
の
方
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
内
容

等
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

内
容　

精
神
科
医
師
が
直
接
相
談

を
受
け
ま
す

相
談
ま
で
の
流
れ（
要
予
約
）　　

①
健
康
福
祉
課
の
保
健
師
へ
ご
連
絡

し「
こ
こ
ろ
の
相
談
事
業
の
こ
と
で
電

話
し
ま
し
た
」と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
相
談
を
さ
れ
る
方
と
精
神
科
医

師
と
の
日
程
調
整
を
し
て
相
談
日

を
決
め
ま
す
。

場
所　

原
則
、山
江
村
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
「
健
康
の
駅
」で
す
が
、来

所
が
困
難
な
場
合
は
ご
自
宅
に
訪

問
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

相
談
料　

無
料

問
合
せ 

健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係

 

☎（
２
４
）１
７
０
０

　

人
権
や
行
政
に
関
す
る
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、人
権
擁
護
委

員
、行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

日
時　

12
月
4
日（
月
）午
前
9
時

〜
正
午

場
所　

山
江
村
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

「
健
康
の
駅
」

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
戸
籍
係

 

☎（
２
３
）３
９
７
８

無
料・
匿
名
で
H
I
V
検
査
が

受
け
ら
れ
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
無
料
で

実
施
し
て
い
ま
す

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

源
泉
所
得
税
の

納
期
の
特
例
と
納
付

1 ～ 6 月に
源泉徴収した
所得税及び

復興特別所得税

7 ～ 12 月に
源泉徴収した
所得税及び

復興特別所得税

7 月 10 日

翌年
1 月 20 日

源泉所得税等
の区分 納期限

源泉所得税等の
「納期の特例制度」
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法
務
局
で
は
、法
務
局
職
員
や
人

権
擁
護
委
員
が
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。必
要
に

応
じ
て
、事
実
関
係
を
調
査
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日（
祝
日

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

相
談
場
所
・
問
合
せ　

熊
本
地
方

法
務
局
人
吉
支
局（
人
吉
市
寺
町
２

番
地
２
）　　

☎（
２
２
）３
３
９
３

　

八
代
年
金
事
務
所
の
出
張
相
談

所
が
人
吉
市
・
球
磨
郡
で
毎
週
開

設
さ
れ
ま
す
。

開
催
場
所
・
日
程
・
時
間

■
人
吉
市
東
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

毎
週
月
曜
日

■
多
良
木
町
役
場　

毎
月
第
１
、第

３
水
曜
日

■
錦
町
社
会
福
祉
協
議
会（
温
泉
セ

ン
タ
ー
）　

毎
月
第
２
、第
４
水
曜
日

※
時
間
帯
は
、全
て
の
会
場
に
お
い
て

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
と
な
り
ま
す
。

留
意
事
項

※
相
談
日
程
は
、土
、日
、祝
日
を
除

き
ま
す
。

※
完
全
予
約
制
で
す
。

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
ご
希
望

の
日
程
で
の
対
応
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

予
約
申
込
・
問
合
せ

●
健
康
福
祉
課
福
祉
係

☎（
２
３
）３
９
７
８

●
八
代
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
６
５（
３
５
）６
１
２
３

InformationInformation

無
料
の
常
設
人
権
相
談
所

人
吉
球
磨
地
域
年
金
相
談
所

開
設

　10月1日より皆さまにご協力をお願いして
いる赤い羽根共同募金実績の中間報告をしま
す。
　お寄せいただいた募金は、熊本県共同募金
会へ送金しました。
　皆さまのご協力に厚くお礼申し上げます。

共同募金実績中間報告
(11月20日現在)

社協
だより

募金累計額
戸別募金 443,250円
職域募金 77,089円
企業募金 5,000円
街頭募金 16,930円
イベント募金 24,351円
学校募金 210円 
その他の募金 14,145円
計  580,975円

カードを見かけたら、
思いやりのある行動をお願いします

　内部障がいや発達障がい、難病の方など、外見から
わからなくても援助や配慮を必要としている方々が、周
囲の方に配慮を必要としていることを知らせるための
ものです。
　カードを持っている人が困っていたら、「何かお困り
ですか？」などの声かけや思いやりのある行動をお願い
します。

・山江村役場健康福祉課福祉係の窓口で交付していま
す。（無料）
・熊本県のHPから印刷用データをダウンロードして、
ご自身で作成もできます。

　市販の名札ケースに入れて首から下げたり、ストラッ
プとしてカバン等に着けるなど、周囲から見えやすい個
所に携行してください。
　また、カードの裏面には「私が手伝ってほしいこと」
を記入できます。
　ご自身の症状や支援してほしいことなどを自由に書
き込んで活用ください。

●ヘルプカードとは？

●どこでもらえるの？

●どうやって使うの？

熊 本 県 ヘ ル プ カ ー ド

問合せ　山江村役場健康福祉課福祉係　☎（23）3978
　　　　熊本県障がい者支援課社会参加支援班
 ☎096（333）2235

〈表〉 〈裏〉

※横8.5cm×縦5.8cm（おおよその大きさ）



広報やまえ　2017.12　No.31717

山江村
住宅リフォーム助成事業

山江村
住宅用太陽光発電システム設置費補助

　住民の居住環境の向上や商工業等の活性化を図るため、住宅リフォームをされる方
に予算の範囲内で助成を行っています。

　再生可能エネルギーの利用を促進し、地球温暖化対策に貢献するため、住宅用太陽光
発電システムを設置する方に予算の範囲内で助成を行っています。

■助成額　対象リフォーム工事に要した経費の２割(上限20万円)
■対象者及び対象条件
 ①村の住民基本台帳に登録されている方。　②本人及び世帯員に村税等の滞納がないこと。
 ③他制度による補助金等を受けていないこと。
■対象となる住宅リフォーム工事
　次の要件全てに該当すること。当該工事に要する経費が税別で20万円以上であること。
　①リフォーム住宅が対象者の所有であり、居住する部分の工事であること。
　②対象者が村内施工業者に依頼して行う工事であること。公共下水道等接続に関する工事については、村内外を
　　問わず、山江村排水設備工事指定業者の登録を行っている事業所を利用すること。
　③申請のあった年度内に着工し、指定する期間内に完了する工事であること。
　④次に掲げる必須工事のいずれかを行う工事であること。
　●木材利用促進(県産材を使用する。）　●UD化(段差解消、手すり設置、扉の取っ手をレバーハンドルに交換等)
　●省エネルギー推進　●子育て支援等(子ども部屋の改修等)
　●公共下水道等接続に関する工事（接続のための配管費、水洗便所への改造費、汲み取り設備及び浄化槽の撤去）

■助成額　対象システムを構築する太陽電池モジュールの最大出力の数値に1万5千円を乗じた額
　　　　　(上限5万円)
※助成額の特例　対象システムの設置に係る工事請負契約を次のいずれかの事業者と締結した場
　合は、「助成額」で算出した額に3万円を加算します。
 ●村に本社、支店、営業所を有する法人　●村に事業所を有する個人
■対象者　村に居住し又は居住を予定する方で、次に掲げる要件の全てに該当すること。
 ①交付申請をした日の属する年度の末日までに、設置完了すること。
 ②電力会社と電灯及び余剰電力の受給契約を結ぶことができる個人であること。
 ③世帯員すべてが村税等の滞納がないこと。
 ④過去にこの補助金を受けていないこと。
■対象システム　次に掲げる要件の全てに該当すること。
 ●山江村内に居住するための専用住宅又は併用住宅に設置するもの。
 ●対象住宅の屋根等への設置に適した低圧配電線と逆潮流ありで連結するもの。
 ●財団法人電気安全環境研究所（ＪＥＴ）の「太陽電池モジュール認証」相当の認証を受けているもの又は同等
 　以上の性能、品質が確認されているもの。　●設置前において、使用されたものでないこと。

問合せ　企画調整課　☎（23）3112

問合せ　企画調整課　☎（23）3112
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休日在宅医当番表（平成29年12月）
【小児科】
月 日 休日在宅医 電話番号

12
月

3 公立多良木病院小児科 多良木町 42-2560

10 たかはし小児科内科医院 人吉市相良町 24-2222

17 やまむら医院 あさぎり町 45-0005

23 増田クリニック小児科 人吉市五日町 22-3570

24 人吉医療センター小児科 人吉市老神町 22-2191

29 たかはし小児科内科医院 人吉市相良町 24-2222

30 やまむら医院 あさぎり町 45-0005

31 増田クリニック小児科 人吉市五日町 22-3570

【人吉市医師会】
月 日 休日在宅医 電話番号

12
月

3 岡医院 人吉市南町 22-3371
掛井眼科医院 人吉市駒井田町 22-3383

10 外山胃腸病院 人吉市南泉田町 22-3221
田中クリニック 人吉市鬼木町 22-7222

17 万江病院 人吉市瓦屋町 22-2357
たけだ眼科クリニック 人吉市南泉田町 23-3096

23 光永医院 人吉市瓦屋町 22-2366
ふかみ耳鼻咽喉科 人吉市宝来町 24-1126

24 手塚病院 人吉市上青井町 22-5271
外山胃腸病院 人吉市南泉田町 22-3221

29 みのだ内科循環器科 人吉市西間上町 28-3111
やまぐちマタニティ 人吉市鬼木町 24-2738

30 岡医院 人吉市南町 22-3371
愛甲産婦人科 人吉市駒井田町 22-4020

31 外山胃腸病院 人吉市南泉田町 22-3221
田中クリニック 人吉市鬼木町 22-7222

【球磨郡医師会】
月 日 休日在宅医（終日診療） 電話番号 休日在宅医（午前中診療） 電話番号

12
月

3 仁田畑クリニック 42-1123
権頭医院 36-0008

10 増田耳鼻咽喉科クリニック 45-8001
高田内科医院 38-3677

17 東病院 45-5711
田中医院 38-0061

23 犬童耳鼻咽喉科 43-0777
深水内科医院 38-3221

24 犬童内科胃腸科医院 45-1125
酒瀬川内科 38-0050

29

深水内科医院 38-3221 犬童内科胃腸科医院 45-1125
こんどう整形外科 45-6555 緒方医院 35-0131
酒瀬川内科 38-0050 犬童耳鼻咽喉科 43-0777
仁田畑クリニック 42-1123
権頭医院 36-0008
小川整形外科医院 38-3455
そのだ医院 43-2063
古城クリニック 44-0321
増田耳鼻咽頭医科クリニック 45-8001
東病院 45-5711
高田内科医院 38-3677
宮原医院 42-2082
上球磨クリニック 42-5868
岩井クリニック 49-2181
ほづみ皮膚科医院 26-5300

30

深水内科医院 38-3221 宮原医院 42-2082
東病院 45-5711 酒瀬川内科 38-0050
緒方医院 35-0131 そのだ医院 43-2063

こんどう整形外科 45-6555
小川整形外科医院 38-3455
宮原医院 42-2082
権頭医院 36-0008
増田耳鼻咽喉科クリニック 45-8001

31 東病院 45-5711

※受診時間　午前9時から午後5時まで
※変更になる場合がありますので、受
　診される方は医療機関へ確認をお
　願いします。
【救急病院】
●球磨病院　人吉市上青井町  
　  ☎（23）3121
●外山胃腸病院　人吉市南泉田町 
　  ☎（22）3221
■問合せ
　人吉市医師会 ☎（22）3065
　球磨郡医師会 ☎（42）4797
　健康福祉課保健衛生係 
　  ☎（24）1700
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●紛失したり、破れて使用できなくなった場合

●使用可能な保険証か確認をお願いします

国保担当窓口で再交付の手続きをお願いします。
手続きには①世帯主の方の印鑑②マイナンバーカードまたは通知カードをご持参ください。

・保険証には有効期限があり、有効期限を過ぎたものは
 使用できません。
・社会保険等への加入により国保の資格を喪失された場
 合は、すみやかに喪失の手続きを行ってください。
・国保の資格を喪失しているのに、国保の保険証を使用
 して診療を受けた場合、国保が負担した医療費を返還
 していただく場合がありますので、ご注意ください。

チェック

今回は 保 険 証
国保か

らのお知らせ

問合せ　健康福祉課保健衛生係 ☎(24)1700

　国民健康保険に加入されると、『保険証（国民健康保険被保
険者証）』を交付します。保険証は国民健康保険に加入してい
るという証明になるものです。大切に保管してください。

平成30年度

　平成30年度の保育所等入所に係る申込受付を下記のとおり実施します。
　保育所等入所希望（新規・継続）の保護者の方は、必要書類をお渡ししますので、必ず期間内に所定の手
続きをお済ませください。
　申込時に面接を行いますので、必ず下記期間内に必要書類を揃えて申し込みをお願いします。

○申込受付期間

○申込受付場所

11月20日（月）～12月25日（月）
※土・日・祝日を除く。午前９時から午後５時まで

健康福祉課福祉係　☎（23）3978
※村外保育所等へ入所希望の方も手続きが必要になります。
※現在、村内保育所に入所中の方は、保育所から申込書の配布があります。
※新規入所希望等で、申込書類が必要な方は、健康福祉課または村内保育所へお申し出ください。
※書類が揃っていない場合は、受付できませんのでご注意ください。

①月48時間以上の就労（フルタイムのほか、パートタイム、居宅内の労働など）をしている場合
②妊娠中または出産前後である場合
③病気やケガ、心身に障がいがある場合
④同居または長期入院等している親族を介護している場合
⑤災害復旧にあたっている場合
⑥求職活動をしている場合

⑦就学(職業訓練校等における職業訓練を含む）している場合
⑧DVや虐待のおそれがある場合
⑨育児休業取得中に既に保育を利用している子どもがいて、
　継続利用が必要である場合
⑩その他村が認める場合

【参考】入所対象者（認定基準）　※保護者（両親）が次の各号のいずれかの事情にある場合

保 育 所 等 入 所 の ご 案 内



鳥獣捕獲頭数
平成29年度（4－9月）

【参考】平成28年度（4－9月）

　数値から見てサル・シカ・カラスの捕獲
頭数は減少。
　イノシシ・アナグマの捕獲頭数は増加し
ています。

サル
シカ
イノシシ
アナグマ
カラス

4頭
262頭
64頭
25頭
4頭

4頭
151頭
24頭
7頭
2頭

0頭
111頭
40頭
18頭
2頭

鳥獣名 頭数累計
内　訳

4-6月 7-9月

サル
シカ
イノシシ
アナグマ
カラス

10頭
362頭
56頭
13頭
7頭

6頭
225頭
44頭
12頭
1頭

4頭
137頭
12頭
1頭
6頭

鳥獣名 頭数累計
内　訳

4-6月 7-9月

正しく学ぼう！
鳥獣被害対策!!

第8回第8回
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電気柵は正しい場所に設置する！
　ほ場によく設置されている電気柵は、設置すれば効果
があるというわけではありません。正しい場所に設置する
ことで初めて効果を発揮します！
　電気柵は動物が電線に触れ、電気が身体を通り足先
から抜けることで電気ショックを起こす仕組みです。しか
し、アスファルトやコンクリート等は電気を通しにくいた
め、動物の足元がアスファルト等である場合、電線に触
れても十分な電気ショックを起こすことができません。
　舗装されている道路際ではなく、1m程度ほ場内に入れ
て設置しましょう！

足元がアスファルトだと
電気が流れにくい 足が土に触れると強い電気が流れる

50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

5月

22

27 27

28

17 17

6月 7月

品目数に見る地場産率の推移

8・9月 10月

地産地消推進便り－学校給食食材の自給率－
◎作物ごとの使用量（kg）と村内産率

　村では、山江産の食材を地域内で利用する取り組みを始めていま
す。その一環として、学校給食食材の地産地消化を推進しています。
　契約栽培していただける生産者の方も随時募集しておりますので、
ご協力いただける場合は、ご連絡ください。 
問合せ　産業振興課　農政係　 ☎（23）3113

※村内小中学校で使用された農林産物を
　集計しています

※地場産率の算定は、当該月に納品された山江村産だけの
　品目数を、全品目数で割り戻して算出しております。

10
月

月 品目名

米
カボチャ
キャベツ
きゅうり
ゴボウ
サトイモ
ジャガイモ
大根
タケノコ
玉ねぎ
ネギ
人参
白菜
ピーマン
ユズ
彩り米
トマト
にら
むき栗
もやし
ニンニク
さつま芋
ほうれん草
小松菜
レタス
切り干し大根
しょうが

440.0
13.0
161.4
71.3
43.8
63.7
103.8
59.0
10.0
159.2
19.3
120.7
38.9
2.4
1.6
1.6
6.2
0.8
8.7
20.2
0.9
45.7
12.0
5.0
10.1
4.1
2.4

440.0
9.8
0
0
0

63.7
0
0

10.0
154.7
1.0
0
0
0
1.6
1.6
0
0
8.7
0
0.9
45.7
0
0
0
0.5
0

100
23
0
0
0

100
0
0

100
97
5
0
0
0

100
100
0
0

100
0

100
100
0
0
0
11
0

全数量
（kg）

山江産
数量（㎏）

品目別
利用率（％） 品目名 全数量

（kg）
山江産
数量（㎏）

品目別
利用率（％）

パセリ
グリンピース
ブロッコリー
いんげん
干ししいたけ
れんこん
きくらげ
レモン
りんご
　　  計

1.6
5.0
50.5
11.0
5.0
5.5
0.4
2.3
3.7

1,540.6

0
0
0
0
5.0
0
0.4
0
0

743.4

0
0
0
0

100
0

100
0
0
48
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教育 NOWやまえの
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　熊本県中学校駅伝競技大会が天草市で11月10日（金）に開催され、山江中学校から女子チームが出
場し、28チーム中13位という結果でした。
　練習の成果を発揮し、たすきを精一杯繋いだ選手たち。これからの活躍に期待しています。

熊本県中学校駅伝競技大会の結果報告熊

　今年４月に実施された全国学力・学習状
況調査の結果が公表されました。本村の結
果は，国語、算数すべての教科において全
国及び県平均を大幅に上回る結果が報告
され、これまでの学習の成果が表れる結果
となりました。中学校も全国平均を上回っ
ています。

【全国学力・学習状況調査の内容】
●国語、算数ともにＡ・Ｂがあります。Ａ問題は主に知識を問い、Ｂ問題は主に活用を問う問題が出題されて
　います。
●児童質問紙によるアンケート調査もあり、学習意欲や学習方法、生活に関する調査・分析が行われます。そ
　こから児童生徒の学習への関わり方を見直していくことも求められています。
【○○と学習との関係】
　資料1のグラフは、文部科学省から出された「朝食の
摂取と学習調査の平均正答率との関係」を表したもの
です。
　朝食の摂取と学力には相関関係が認められます。本
村の朝食の摂取率は100%（全国：95.4%）で、国・県平均
より確実に高いと言えます。本村の学力が全国・県平均
を上回る結果は、朝食の確実な摂取にあることも、一
つの支えとなっていると言えます。
　加えて、地域の図書館等を利用して学習する児童は
85％（全国：38.6％）と全国に比べ高い結果が出ており、
図書館が隣接する環境がその一助とも考えられます。
　ここ数年の本村の学力向上においては、ICTを活用した学習が大きな役割を果たしていると考えています。し
かし、その土台となる基本的生活習慣が定着しているからこそ学力向上に結びついているのかもしれません。
学校だからできること、家庭だからできること、そして山江村だからできることがあります。この現状を皆で共有
し、村の子どもたちの夢の実現に向けた取組をしっかり実践していきたいと思います。

0

20

40

60

80

100

全国
国語A

点
数

74.8
76.0
80.0
84.0

74.8 76.0
80.0 84.0

57.5 57.0
64.0

70.0 78.6 80.0
85.0 84.0

45.9 46.0 53.0
59.0

57.5
57.0
64.0
70.0

78.6
80.0
85.0
84.0

45.9
46.0
53.0
59.0

国語 B 算数A 算数 B

熊本県
全国1位の県

山江村
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国語A 国語 B 算数A 算数 B

毎日食べている

あまり食べていない

どちらかといえば食べている

全く食べていない

点
数

64.1

50.9

78.4

59.9

50.2

44.1
39.8

70.5
65.1

61.2

41.4
35.4

31.4

55.5
50.3

47.2

平成29年度全国学力・学習状況調査結果
 －小学校－

朝食の摂取と学習調査の平均正答率
との関係（平成25年度）

資料1　文部科学省資料より
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文：人吉球磨環境協議会
絵：球磨工業高校美術部

　暖房（エアコン）の効果的な節電方法。家電の中で1番電気を使うのが、
やっぱりエアコン！エアコンの節電方法はいろいろ紹介されています。ま
ず設定温度を20度にしましょう。半年間、設定温度を21度から20度に設定
し続けた場合、電気料金が約1190円安くなるそうです。さらに暖房を1日1
時間短縮した場合、電気料金が約920円安くなるらしいです。その他の節電
方法は、厚手で長めのカーテンを使う、扇風機を使って天井にたまった暖か
い空気を循環させるようにするといった方法などが挙げられます。意外と
盲点なのは、室外機。室外機の吹出口にモノを置くと冷暖房の効率が下がる
そうです。枯れちゃって捨ててない植木鉢とか、室外機の上に置いてたりす
る人は今すぐ移動させましょう。また、待機電力の節電のためにも使用しな
い家電はこまめにコンセントを抜きましょう。

寝
る
前
に

　

も
う
一
度
点
検

　
　
　
　

コ
ン
セ
ン
ト

ね

（単位：kg、％）

年度 29 28 29 28 29 28
月 8月 9月 10月

一
般
廃
棄
物

可燃物 53,090 61,390 50,080 52,450 54,090 50,620
不燃物 3,350 4,120 3,520 2,170 2,350 2,800
粗大物 730 1,300 300 190 520 230
有害物 0 0 0 0 0 0
計 61,160 66,810 53,900 54,810 56,960 53,650
前月比 109 ̶ 88 ̶ 106 ̶
前年比 92 ̶ 98 ̶ 106 ̶

資
源
物

資源物 9,260 9,500 5,910 6,470 6,220 6,250
前月比 137 ̶ 64 ̶ 105 ̶
前年比 97 ̶ 91 ̶ 100 ̶

※搬入量については、村の収集のほか、事業所及び一般家庭からの直接搬入分も含まれます。
※分別収集されたペットボトルは、社会福祉法人水俣市社会福祉事業団で適正に処理されています。

エコやごみに対する情報をお伝えする

山江村民一人あたりのごみ排出量

!!! 可燃物収集の重要なお知らせ !!!
①

②

年末の燃えるごみは、できるだけ 22 日（金）までに出しましょう !! ごみが
多いとクリーンプラザや収集業者がパンク状態になり、ごみステーションに
ごみが残る可能性があります。
燃えるごみの年始の第１回目の収集日は、悪臭のもとになる生ごみを中心に
出してください。急を要さないごみは、次回の収集日にお願いします。年末
と同様に収集できない可能性があります。   

以上、村民の皆様のあたたかいご協力をお願いします。

山江村民（平成 28 年度）の
一人あたりのごみ排出量（年間）

平成 29 年 10 月

前月比+0.8kg
約16.0 kg

約220 kg

エコ得情報局あかちゃんごたんじょう
　内村　小

こ

晴
はる

　　（竜太郎・瑞枝） （10/４）
　有瀬　光

こう

汰
た

　　（慎也・純子） （10/８）
おくやみ申し上げます
　上原　ツヤ子　　（第 １ 区） （10/15）
香典返し
　上原　武志

10月 31日現在（前月比）
　人口　　3,541 人　　  （ +4）
　男　　　1,664 人　　  （ +1）
　女　　　1,877 人　　  （ +3）
　世帯　　1,218 世帯　  （ ±0）

総務課 .................................................................23-3111 ※
企画調整課 ......................................................23-3112 ※
産業振興課 ......................................................23-3113 ※
税務課 .................................................................23-5692 ※
健康福祉課（福祉・戸籍） ....................23-3978 ※
健康福祉課（保健衛生） .........................24-1700 ※
地域包括支援センター ............................23-2232 ※
建設課 .................................................................23-6449 ※
教育委員会 ......................................................23-3604 ※
会計室 .................................................................23-3293 ※
議会事務局 ......................................................23-3401 ※
農業委員会事務局 ......................................23-3113　
ケーブルテレビセンター ......................22-8808 ※
歴史民俗資料館 ............................................23-3665　
地域づくり研究所 ......................................23-3114　
FAX（代表） ..................................................24-5669　
●※印は域内電話と共通番号になります
　※域内電話は、転送が出来ませんので、予めご
　了承ください

むらの動き（10/１～ 10/31受付分）

人口と世帯　‒Population‒

主な電話番号　‒Telephone‒

つぶやきつぶやき
年内の掲載は難しいと思っていた人吉球磨広報担当者
で作る合同特集。各班で取材に行って、最終会議では連
続6時間かけて文章を練りあげ、12月号掲載に間に合
いました。人吉球磨には、全国や県のコンクールで賞を
とる市町村も多く、合同特集は本当に勉強になります。
そして、抱えている課題や状況がほとんど変わらない
ので、住民の方へ伝えたいメッセージも同じです。一緒
に特集をつくることで、テーマを深く掘り下げられる。
それも合同特集の醍醐味です。合同特集のご感想お待
ちしています！(K・Y)

環 境
いろは
カ ル タ

55,000

50,000

60,000

65,000

70,000

8月 9月 10月

〇ごみ袋には必ず氏名を記入してください。　〇正しい分別でごみの減量を心がけましょう。
〇可燃ごみの袋は、中のごみが飛散しないように、持ち手部分もしっかりと結びましょう。
〇指定された収集日に出しましょう。収集日の前日または収集日の午前８時までに出してください。
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材料と数量（4人分）
白菜 .............................. 8枚
合いびき肉................. 200ｇ
ミニトマト..................... 8ケ

1 人分エネルギー 272kcal ／
たん白質 20.0g ／脂質 15.2g
／塩分　2.7g

一言メモ スープは、ケチャップ味やミルク味又は和風にかえて楽し
みましょう。

作り方
白菜は熱湯でさっと茹でて水けをふき、芯の厚い部分を包丁でそぎ切る。
トマトは切っておく。ボウルにひき肉とたね用調味料、白菜の白い部分(みじ
ん切り)を合わせ、粘りが出るまで練り、4等分にして俵型にする。
 　ゆでた白菜1枚を手前に葉の部分がくるように置き、手前にひき肉の種を
のせて巻いていく。もう1枚の白菜も手前に葉の部分がくるように置いて、た
ねを巻いた白菜　を手前において最初と同様に巻く。残りの白菜も同じよ
うに巻いて、合計4ケ作る。
鍋にロール白菜を並べ、スープの材料を入れる。中火にかけ、煮立ったら落
しぶたをして弱火にし、15分程煮る。ロール白菜を取り出し、半分に切って器
に盛る。残ったスープにトマトを加えてひと煮立ちし、ロール白菜にかける。

1

2

3

ロール白菜のスープ煮

食べて
元気になる

（たね用調味料）
酒...................大さじ１
塩こしょう........... 少々

A

（スープ）
水.............. 1と1/3カップ
酒.........................大さじ1
コンソメの素....小さじ1/2
塩.....................小さじ1/3
こしょう.....................少々

B

問合せ　産業振興課　☎（23）3113

今月の１枚

住民による
生コン舗装を実施

　村の助成を受け、各地で住民ら
による作業道の生コン舗装が行わ
れました。
　10月12日には受益者9人が集
まり作業道柳野線の舗装が行わ
れ、上の写真は10月31日の作業
道黒谷線の生コン舗装に参加した
受益者5人が映ったものです。
　村では、農林道や作業道の開設
及び改修等の経費の一部を助成し
ていますので、お気軽にお問合せく
ださい。

　長崎県対馬市とは、海山交流宣言を結び、物
産品の交流を行っています。
　11月5日(日)、対馬市豊玉町の『いきいき豊玉
まつり産業祭』の開催に併せ、本村の特産品であ
る栗の加工品を中心に、最近村内で栽培が盛ん
なカボチャ30kgも出店しました。このイベント
には毎年参加していますが、毎回1番人気は栗
饅頭。栗饅頭を求める声が多く、ピーク時には、
蒸しあがりを待つ人で行列ができていました。
　対馬市の海産物販は山江村物産館ゆっくりで
も販売されており、今後も物産品の交流を進め
ていきます。

対馬市で山江村の特産品を
販売してきました！

山江の栗を追いかけて

商品を陳列して販売準備は万端

栗饅頭を買い求め、列をなすお客さん

ア

ア


